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　　　　　　　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

　　　　　　　第５回 役員予定者会議  議事録
◆ 日  時 ：２０１０年１１月２９日（月）
　　　　１８：３０～：２４：００
◆ 場　所 ：弘栄設備工業２階研修室
1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奥山 専務理事予定者

2. JCIクリード唱和                                 伊藤 委員長予定者
3. JC宣言文朗読ならびに綱領唱和                    中村 委員長予定者

4. JCIミッション                                   豊島 委員長予定者
5. 出席者の確認（敬称略）                           横山 事務局長予定者

理事長予定者　　　　　　　　船　橋　吾　一

直前理事長予定者　　　　　　荒　井　　寛　

副理事長予定者　　　　　　　野　口　雅　弘（公欠）
副理事長予定者　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長予定者　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長予定者　　　　　　　井　上　周　士

副理事長予定者　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事予定者　　　　　　　奥　山　和　征
監事予定者                  齋　藤　秀　和

監事予定者                  鈴　木　慎　也
監事予定者　　　　　　　　　高　橋　　大　

特別委員長予定者            菊　池　　学　

特別委員長予定者            後　藤　吉　伸

室長予定者                  東海林　　仁　
室長予定者                  金　子　　明　（遅参）
室長予定者                  安　藤　太一郎

室長予定者                  三　沢　慶　洋（遅参）
本部長予定者　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長予定者              　中　村　祥　之（欠席）
委員長予定者　　　　　　　　佐　藤　貴　博（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長予定者　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　中　村　正　利

委員長予定者　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長予定者　　　　　　　　豊　島　　宏

委員長予定者　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　佐　藤　淳　　（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　福　島　隆　之（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　會　田　智　弘

部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　洋　也（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　高　野　秀　哉（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　矢　口　正　則（遅参）
財政局長予定者　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長予定者　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー予定者      岩　田　雄　治

会務セクレタリー予定者      狩　野　慎一郎

会務セクレタリー予定者　　　菅　野　佑　吉

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山 隆太 事務局長予定者

理事会構成員３１名に対し１７名の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
署名人には齊藤副理事長、鈴木本部長。作成人には会務セクレタリー。
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者　
第４回役員予定者会議の議事録について、本会議終了後に自動的に承認となる。

９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
本日も時間通りお集まり頂きまして誠にありがとうございます。また不在の方、遅参、欠席の方が結構おられます。是非前回も申上げましたが、グループの方でお声掛けを、なにとぞ宜しくお願いしたいと思います。さて前回から若干振り返りをさせて頂きたいと思います。常任もありましたので少々省略させて頂く部分もありますが、まずは予算ヒアリングを終了させて頂きました。これで第２回の各委員会のヒアリングを終えることが出来ました。その中で皆様から専務理事とお話をして頂きまして、予算について、また事業の具体的な話というものをさせて頂きました。是非、来年始まりましても、もう一度振り返って頂いて、当初どんな話をしたのかなというところを、是非思い返して頂きたいなと思いますので宜しくお願い致します。また本年度でありますが、２６日に卒業例会が終了となりました。蔦ない送辞でありましたが、若干時間が押してしまい大変申し訳ございませんでしたが、非常に振返るのに本当に良い卒業式になったと思っています。あそこで話をさせて頂きました通り、毎年先輩方が卒業されて、我々の山形青年会議所のこのまま士気やら、パワー、そんなものが維持できるのかなとそんなふうに毎年思うところでありますが、本年につきましては特に絶対負けないようなＬＯＭにしていこうというふうに自分を奮い立たせております。ただ今日欠席というところも見ると、まだまだ私も足りないのかなというふうに実は反省をしております。私も奮い立たせながら今後も活動していきたいと思っておりますので、皆様からさらなるご協力をお願いしたいと思います。卒業生も２１人全員揃って卒業が出来ました。本当にいいことであると思っております。その場で卒業生の言葉を若干頂いたかと思いますが、それを胸に来年度活動を是非していって頂きたいと思います。そして次の日でありますが２７日土曜日ブロック会員会議所会議、そしてブロック会員会議候補者会議、本次年度の会議が行われました。本年度会員会議所会議の方では、本年ブロック全ての事業が終了し議案も承認をして頂きました。私も副会長という職を全う出来たことに対して、ほっとしていると同時に、皆様に今までのご協力に対しまして御礼を申上げたいなと思っております。本当にありがとうございました。また来年度、荒井会長率いる我山形ＪＣ事務局を担うものとして、またこちらも全ての議題が承認なされました。荒井会長をはじめ皆様に対しまして御礼を申上げます。ありがとうございました。その後の卒業式にもメールにありましたが、若干の先輩方からも出て頂きまして、こちらも合わせて非常に良い卒業式になりました。合わせてご報告をさせて頂きたいと思います。そして、本日もおりませんけれども、野口委員長予定者が、実は日本ＪＣの事業説明会の方に日々飛び回っているような状況でございます。東北地区に関しましても、今週末の３日に青森の地で日本ＪＣ事業説明会があります。そちらに野口委員長予定者も出席という話も聞いております。今紹介ありました、２日から始まる東北地区会員会議所会議、本次年度の会議共でありますが、３日の日に野口副理事長、また三浦副理事長皆様からのお声掛けがございまして、ＬＯＭバスを運営するというふうな話でございます。なぜなのかといいますと、本年４月に東北地区皆様からご理解を頂いて、ご協力頂いてＡＳＰＡＣの国内主幹ＬＯＭを頂きました。この御礼に参るというところで、是非、当日の会議で泊まらずというスケジュールでありますので、是非これからでも大丈夫だと思いますので皆様から出席を頂きまして、御礼を是非して頂きたいなと思っております。そしてこれからの予定を若干説明させて頂きますが、明日、山形ＪＣのシニアクラブの臨時総会を開催します。これは山形シニアクラブの方からもＡＳＰＡＣに対して組織を作って頂いてしっかりしたサポート、支援が出来るような体制作りをお願いしたいという話の中から、今回臨時総会というふうな開催に至っております。まだまだ組織、どんな具合になっていくか未定ではありますが、シニアの方々も本当に前向きに進めております。ただ、若干寂しいのは一部のシニアではありますので、これをより多くのシニアからご理解を頂いて支援を頂けるような体制作りを、現役としても精一杯やっていきたいなというふうに思っております。そして、今後になりますが、荒井会長予定者を励ます会というものも開催もされます。その前には香港の方にお伺いをして、「香港シティ・レディＪＣ　３周年記念式典」の参加というのもあります。その他、もろもろの事業がこの師走に重なっておりますが、是非、大変な時期かと思いますが、皆様からのさらなるご協力を何とぞお願いしたいと思っております。以上で理事長のご挨拶に代えさせて頂きますが、本日も審議、案件多数ございます。是非忌憚のないご意見を頂きまして、素晴らしい会にして頂ければなというふうに思っております。
１０．直前理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井 寛 直前理事長予定者
本日も早い時間から大変お疲れ様でございます。最後まで宜しくお願い致します。雨が降っており、非常に寒い中であります。おそらく今晩、夜あたり雪になるのかなというふうに思っておりました。例年ですと私の車のタイヤ交換ですが１１月の半ばくらいにしておるのですが、うっかりちょっと忘れておりました。今日の会議は、何時くらいに終わるのかなと思いながら、今からちょっとハラハラドキドキしておりますが、皆さんも事前の準備はしっかりしましょう。うっかりしていると、あっという間に月が経ってしまいますので宜しくお願いしたいと思います。卒業例会、今ほど理事長の方から、ブロックの卒業例会を触れて頂きましたが、大変、ブロックに委嘱をさせて頂くということで、皆様からもご支援を賜っているということで誠にありがとうございます。またＬＯＭの卒業式、こちらの方も非常に多くのメンバーで例会が開催されたということで、盛り上がったなというふうに思っております。久しぶりにあれだけ多くのメンバーが、一同に介して盛り上がったということで非常に良いことだなと思っておりました。特に、答辞の場面ですが、毎年思うのですが卒業生の皆様のお話を聞くと、あの場面は非常に感動的で、ＪＣをやっていて良かった、これからも頑張ろうという気持ちになります。特に若いメンバーの方とか新入会員の方は、非常に良い刺激になったのではないかというふうに思っております。そういった中で一部、安倍監事のＭｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄなんかどうでもいいみたいな若干不適切な発言もあったわけでありますが、もちろん皆さんそれをそのまま鵜呑みにせずに宜しくお願いします。ちょっとだけフォローをさせて頂ければ、本人の名誉のためにですが、言うなればあのＭｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄというのは、本人も話をしておりましたが、いろいろな先輩方とか、周りの方から指導なり意見を頂いて作ったというようなことで謙遜されておりましたが、私から言わせて頂きますと、まさに安倍監事が1人で作ったみたいなものだといっても決して過言ではないというふうに思っております。言うなれば産みの親だからこそ、ああいった発言ができるのかなと思いました。内容に関してどうのと言っているわけではなく、聡明な安部監事のことですから、あの文章の中の単語とか造語の用い方とかそういったものが、自分自身納得がいくものが作れなかった。仕上げることが出来なかったという意味だろうと思いながら、いつも聞いております。今まで幾度かそういう発言がありましたので、それと同じくらいＭｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄに対する想いというのが非常にあるのではないかと私は思いました。今後、４５年組の皆さんがいなくなりますので、ああいったものもしっかりと、現役メンバーが受け継いでいかなければというふうに思いました。４５年組の皆さん、非常に個性的で強いリーダーシップを持っている方々ばかりでありましたので本当にあの方々がいなくなります。やはり我々がしっかりと、ＬＯＭを引っ張っていかなくてはなりません。リーダーシップを発揮しなくてはならないということを是非、次年度の理事であります皆様方には、再度認識、自覚をして頂きたいなというふうに思っております。いろいろありますが、よく先輩とか卒業生の話を聞くと、今まで先輩の背中を見ながらいろいろ活動をしてきて、先輩の言われるままにしてきたという中にあって、突然そういった方々がいなくなるという場面が来ると、気づいてみると自分の後に後輩ばかりだったと。すごいプレッシャーを感じる時があると、そういった気持ちになる経験した。ということをよく聞きました。おそらくすでに理事になっている皆さんは、そういう場面は経験している方々ばっかりだと思いますけれども、是非、そういったことも認識して頂きたいと思っております。ＬＯＭの中、その後輩メンバーだけでなく、ブロック内ではキャピタルＪＣでもありますので、ブロックの中のメンバーからも非常に山形ＪＣは注目されている。見られているということを再度認識して頂いて、日頃の発言なり行動なりを是非心がけて頂きたいなというふうに思っております。理事長から本年度残り1ヶ月の予定の話をされましたが、いよいよ残り1ヶ月で２０１１年度がスタートするわけでありますので、是非皆様方、各グループ、室、委員会、メンバーを引っ張っていく。リーダーシップを発揮していかなくてはならないということを、再度自覚して頂きますようにお願いを致しまして、直前理事長の挨拶とさせて頂きます。
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　鈴木力委員長予定者

１３番確認事項その他含めまして４件

討議事項その他含めまして１件

審議事項その他含めまして１０件

協議事項その他含めまして１５件

報告依頼事項その他含めまして２件　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長予定者

全会一致で議事採択

１３．【確認事項】　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事長（以下、『予定者』表記を割愛）

確－０１　１１年間フレーム（案）について

奥山専務理事【説明】

若干の変更だが、先般開催されたブロックの候補者会議で各地青年会議所の新年会の予定が発表された。1月に正副常任が開催される日程が２ＬＯＭの新年会と重複しており、正副常任理事会の日程を変更とさせて頂く。

確－０２　組織図（案）について

奥山専務理事【説明】

変更なし。

確－０３　理事長所信（案）Ｖｅｒ．１７について

奥山専務理事【説明】

変更なし。

鈴木本部長【意見】
確認だが年間公式スケジュールの中で日本ＪＣ理事会のオブザーブ、こちらの担当委員会について１度も討議されたことがないので確認をして頂きたい。

奥山専務理事長【回答】
前回、もしくは前々回に日本ＪＣの理事会に対してのオブザーブといった形でグループの方を記載させて頂いている。１月は京都会議ということで全体的な登録数も上がるということで記載してないが、その他理事会が発生する部分についてはグループ名を記載させて頂いている。こちらは事務局案になるので、ご意見、質問を頂戴したうえで、修正が必要であればこちらの方もさせて頂く。

鈴木本部長【質問】
例えば観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」創造グループが２月になっているが、２月の任務となると四維訪問が入っているので違う月にして頂きたい。またブロック協議会支援委員会が１１月となっているが、ブロックの卒業式もある月でこの時期が適切なのか疑問を感じる。その他、ヒアリングはされてないのか。それはいつ確定するのか。

奥山専務理事長【回答】
次回の理事会において再度調整したうえで、皆様からよろしければ新年度のレポートに記載させて頂く。

鈴木本部長【意見】
それぞれのグループで事業の任務、他からはわからないことがあるので、それぞれしっかりと確認をして行くという姿勢で見て頂きたい。当委員会としては、１１月のブロック卒業式がかぶっている点については、こちらのブロックの役員もブロック長として金曜日に行かれるはずなのでその辺りで調整して頂きたい。また２月は、できれば後半の方にずらして頂きたい。１月２月３月と、全て海外のミッションがあるので、委員会メンバーについても声掛けがなかなか厳しくなることが想像されるのでお願いしたい。他の委員会の方から伺っての調整でお願いしたい。

奥山専務理事長【回答】
こちらの方は、また後ほどご確認頂き、各グループと調整し、事業の繁忙期などと重複しないような形で進めていく。
確－０４　その他

削除

１４．討議事項
削除
１５．審議事項
審－０１　グループ・プロジェクトチーム基本方針（案）Ｖｅｒ.４、５or６　各グループ・チーム

事務局【コメント】

これまでグループ方針について、当初作成の段階から皆様方から多数のご意見、また運営の方でもご協力を賜り改めて御礼申上げる。本日は審議という形で，討議も重ねながらの本会になっている。そこで以前ご意見を頂戴した委員長の名前を入れるといった部分について、事務局の方で各委員会のテーマの下の方に理事構成メンバーとして、特別委員会であれば部会長まで、通常の委員会であれば委員長の名前を記載させて頂いた。確認する時間もなく差し替えてしまったことに改めましてお詫びを申上げるとともに、ご意見を頂戴した部分を反映させて頂いたつもりである。そちらの方も、もし必要、不要そういったもの含め、不要であれば削除の部分での審議を、必要となれば全体的な部分でのご審議をお願いしたい。
観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」創造グループ

鈴木本部長　【上程】

基本方針は変更していない。私の上程の仕方が悪かったのか最新ではない。国際姉妹という表現を、全て海外姉妹ＪＣに統一し、今回変更で上程させて頂いたのが最新である。また、事業計画の方で赤字の部分修正している。特に今回の予算ヒアリングにて例会の予算がついたのでこちらの方も確認して頂きたい。大きな変更として、海外姉妹ＪＣに関して、四維ＪＣに関わる事業で、新年会という事業と、山形ＪＣの事業の紹介をしながら、これからの山形のＡＳＰＡＣに向かっていく姿勢に対して理解と支援を要請するという形に持っていきたい訳ですが、こちらの議案を一つのものを二つに分けさせて頂いた。全ての議案について、報告ということで事業報告をさせて頂くことで前回から追記させて頂いた。
菊池特別委員長【補足】

慎重審議のほど宜しくお願いします。
三浦副理事長【補足】

何回か差し替えをしたので、総務委員会の方に混乱を招いてしまった。先程本部長からあったが、国際姉妹という表現を海外姉妹の方に変更させて頂きたい。その他の確認のほど宜しくお願いします。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
魅力あるまち「やまがた」創造グループ

東海林室長【上程】

前回からの変更点として、予算ヒアリングを受けて予算を追記した。また、主務員の齋藤洋也君の「齋」の表記を訂正した。

菊池特別委員長【質問】
確認だが、８００文字程度とあるが、取り消しも見ると７００文字ぐらいになるがそれでも良いのか。重ねると、取り消しも多くなるので文字が少なくなっている。７５０文字ぐらいが妥当だと思う。程度の解釈をしっかりして頂きたい。
奥山専務理事【回答】
当初予定では８００文字ということで、皆様方から作成して頂いたグループ方針だが、内容を詰めたうえで、なお凝縮されたといった部分で内容の濃さをこちらで尊重させて頂き、まずはこちらで審議を賜りたいと思う。
船橋理事長【コメント】
８００文字とお願いしたのは今年からだと思う。ブロックで言えば８００文字、句読点全部入れて８００文字となるのだが、あえてそこまでのお願いをしなかったというのが事実であります。ただ短くなっていたということで、それはグループとしてその中でも最大限表現したという位置づけで認識させて頂いた。この定義につきましては、出向先々で８００文字に対する考え方など、また再来年に結びつけて頂きたい。

事務局【確認】
全会一致で議事承認
会員パワーアップグループ

井上副理事長【上程】

指摘頂いた修正点を赤字の方に記載した。また予算の方も、事業ヒアリングにおいて事務局と協議したものを反映した。変更点は、会員拡大の公開例会の方が７０万、新入会員事業が２０万という形である。また、賀詞交歓会の方は５０万円から４５万円という形にした。
安藤室長【意見】
審議が終わったあとに事業を行ってこれら全て報告となっているが、予算がついた議案は決算審議という表記になるのではないか。

船橋理事長【コメント】
予算がついている部分については、決算及び事業報告が必ず必要となる。これについては事務局の見落としである。お詫びを申上げる。ここにつきましては、事業報告と記載と修正をさせて頂きたい。あくまでも決算及び事業報告というのは必要になるので、そのような形で修正をして頂きたい。ＪＣレポートには入らないが、内部資料として総務委員会との管理等に必要な部分であるので、ここの資料につきましては修正させて頂く。

事務局【確認】
全会一致で議事承認
山形ブロック協議会支援グループ

安藤室長【上程】
「懸け橋となる一翼を担います」という表記について「かけ橋となります」と変更した。また前回、質問を頂いた「協力関係等ネットワーク」について、どのような内容かと質問があったが、人と人との協力関係、組織としてのネットワークということで、こちらの方を補足という形で追記をさせて頂いた。あと事業関係について、９月の公開例会に予算の方に３５万円と追記している。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
ＬＯＭ運営グループ

奥山専務理事長【上程】
文章の方で重複している言葉があるとのことで削除している。自分たちの活動は素晴らしいという表記はせずに、まずは真摯に受け止めるような言葉でということでこちらは削除させて頂く。また予算についてもつけさせて頂いている部分を記載した。

事務局【確認】
全会一致で議事承認
公益社団法人格推進プロジェクトチーム
松田副理事長【上程】
前回から大きく変わったものは公益社団、一般社団というところで、誤解がないようにというところで大きく変わっている。その他、事業計画については、花火等大きな予算をお預かりするので、そのあたりを文書の方に盛り込み、事業計画の方にも反映をさせて頂いた。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
審―０２　新入会員募集（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
酒井貞和委員長【上程】

前回頂きましたご意見等を修正している。今回、仮会員セミナーの講師の方を選定させて頂いた。３月１０日の分を佐藤信勝先輩に承諾書を頂き、５月１５日こちらの方は遠藤正明先輩にご依頼し頂戴した。会員拡大のイメージチラシについて、ファイルが入っておらずリンクが外れている。ご意見を頂いた予算書について、金額の明細等も変更させて頂いたので確認をお願いしたい。仮会員セミナーは、会場の方を霞城セントラルで予定している。当日会場が取れるか未定のため、（案）と書いているところもあるが、こちらの方は随時決まり次第報告したい。チラシについて予算書の方にて単価と枚数を変更させて頂く。予算を１０万円になるように、３８０円その分は、割引という形で対応した。
井上副理事長【補足】
今回の仮会員セミナーの講師について、佐藤信勝先輩、遠藤正明先輩ともに、まずはＪＣの素晴らしさ、楽しさをお伝え頂きたいという委員長の希望があり依頼をした。また佐藤信勝先輩については、ＡＳＰＡＣ誘致の第一人者として、その辺もあわせまして新入会員に魅力を伝えて頂きたいという形で選定させて頂いた。グループ一同、メンバー目標を３３名に向かって頑張っていく。
奥山専務理事【財審説明】
予算の件でコメントが入っている。１０万の予算に対して１０万３８０円と当初提出されていたが、こちらの方は整合性を合わせて頂き財審の方でも確認をした。前年度予算は１３万５０００円だが、１３万というのが正式な予算組みになっており、こちらの方も修正した。
鈴木本部長【質問】

拡大シミュレーションの中に「ＪＣＩ－ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会資料組織図案」といういろいろな表示が付けられた組織図があるが、これはどういった意図でつけたのか。

酒井委員長【回答】

参考資料という形で載せた。人数の把握について図を見て分かって頂ける様に記載をした。

鈴木本部長【質問】
審議対象資料の中のリンクのみあって参考資料というところではリンクが貼られていない。これが２０１４年に１５９名を目指すために、今年は３３名を目標にすると解釈している。こうすれば一つの委員会が７名で、しっかりと体制がとれるのではないかということを伝えたいということなのか。

酒井委員長【回答】

そのように考えている。
高橋監事【意見】
新入会員募集（案）承認に関する件と書いているが、その上にまた不等号が残っている。それから事業名について「会員拡大に関す事項」となっているが、フォントをもう少し大きく、あと「する事項」である。確認日、作成日時について全然直っていない。本当に確認されたのか。一番下の「対応」について、黒い文字と茶色い文字が混在しているので、直し整えたうえで上程して頂きたい。

井上副理事長【回答】
確認が甘く大変申し訳ない。訂正させて頂く。
船橋理事長【コメント】
本日のちほど審議とする。棚上げ同議を井上副理事長からお願いする。

井上副理事長【回答】
修正のうえ再度審議上程させて頂く。

船橋理事長【コメント】
棚上げ動議が出された。それでは本件につきましてご意見、ご質問をお願いする。
鈴木本部長【意見】
審議対象資料の中に、審議してはいけないようなパンフレット等が載っている。
齋藤副理事長【意見】
予算明細書について、一番上の事業繰入金の隣の適応の欄に、本会計よりと記載をお願いしたい。

遠藤委員長【意見】
パンフレット内の「ＫＩＤ　ＡＲＴ羅針盤！」の表記について修正をお願いする。３か所あるかと思う。

船橋理事長【コメント】
パンフレットについて、審議で全てが出来た年があるかというのは不明である。だが、未完成の審議というのは、やはりあり得ない。部分審議にするのか、完成次第メールで流すなど、そのような方向性になると思う。副理事長ご指導のもと宜しくお願いしたい。
事務局【確認】
全会一致で棚上げ同議可決

審―０３　新春賀詞交歓会式典・懇親会開催（案）承認に関する件　　　　　　　　　会員交流委員会
中村委員長【上程】

前回の予定者会議で頂戴した意見を踏まえ修正をした。また式典懇親会の中で、理事の登壇方法について、乾杯まで時間がかかってしまうということで理事の登壇マニュアルの修正をさせて頂いた。またアトラクションについて、ＡＳＰＡＣ招致会議で作っている資料と新たな情報を付け加えて流す予定である。また予算については予算ヒアリングをもとに、５０万円の予算を４５万円で修正した。また、ご来賓の方々のリストについては、現時点で分かる範囲のものを反映させて頂いた。今後の出向者の方々のご意見も反映し、合わせて事務局と協議のうえ、完成させていきたい。
奥山専務理事【財審説明】
対外配布資料の有無の部分でのご指摘と、はがきの枚数の差異があったので整合性を確認し修正した。また懇親会費での舞子費用、そのほかの諸項目の金額の整合性の指摘があり修正した。またリンクの貼り直しも修正をした。

菊池特別委員長【質問】
登壇マニュアルについて、昨年長かったという話だが何分かかったのか。また、今回は何分になる予定なのか。また、意見だが、鏡開きの時にハッピが無くなる場合があるので保管はしっかりとして頂きたい。

中村委員長【回答】
説明不足であった。登壇のところで時間がかかったのではなく乾杯まであまり時間を取らない方が良いという意見があった。昨年のかかった時間だが、トータルで約１０分かかっている。今回は読み上げも計算して同等の時間である。しかし、今回の進化している部分は、各理事メンバー全員を登壇、紹介し、同等の時間で行うということでよりグレードを高めると考えている。またハッピや備品の花等についても、紛失する傾向があるので、十分管理をしたい。

松田副理事長【質問】
招待者リストについては精査されているのか。

中村委員長【回答】
対外の方については精査している。出向者、日本、ブロック、地区、ＪＣＩ関係については今後事務局と協議のうえ精査完成させたい。完全完了ではない。

松田副理事長【質問】
審議が取れないのだがよろしいのか。

金子室長【回答】
名簿の部分がまだ精査されてないということだが、日程的に審議を頂かないと場所や日程等の進み具合に関るので部分審議ということでお願いしたい。名簿については次回まで間違いなく精査させて頂いて改めて審議上程させて頂ければと思う。

船橋理事長【コメント】
ここまで整備をしてきて、ここの場で問題があったからこそ、部分審議はあり得る。そうではなく、一度審議をとってから改めて、協議をして進めましょう、というのでは審議はもらえない。そこを理解して頂きたい。事務局にお願いをして頂ければ出向者と調整ができた。こういったことでは審議はなされないということを皆さんもご理解を頂きたい。
後藤特別委員長【意見】
あなたがやるのです、ということを一番初めに話したと思う。事務局という言葉を何度も話しているが、本来、自分からするのである。あなたの方から事務局に対して、こうしたいのですがどうしたらいいのでしょうか、次のスケジュールこうしましょうと、あなたがやらなければ進まない。自覚を持って頂きたい。何回か賀詞交歓会に携わった者として、正直心配な部分が沢山ある。この他に委員会としてのマニュアルがあるはずである。それを私に見せて頂きたい。チェックさせて頂く。なぜかと言うと、副理事長や、室長、いろんな方が出向されて当日、アドバイスすることが出来ない。ですから非常に心配です。必ずマニュアルを見せて頂きたいと思う。訳ありＬＯＭになったわけですから、違う賀詞交歓会にしなければいけないし、恥をかかせるわけにはいかない。これだけ多くの出向者を出して、しかも訳ありＬＯＭという中で皆さん出向されるわけである。その方に恥をかかせるわけにはいかない。中村委員長に嫌われても、私は指導させて頂く。そのことを確約して頂きたい。それでなくては審議に手は挙げない。

中村委員長【回答】
確約する。今後も運営についてのご指導等宜しくお願いする。

安藤室長【意見】
来賓の方のリストについて対外的な方は確認されたということだが、山形警察署の梅津署長はこの春退職されていたと思う。なお確認のほどお願いする。
三浦副理事長【質問】
添付資料の運営マニュアルについて、式典入場の時にステージが左側にという図面が載っているが、２列目が私、松田副理事長、齋藤伸治部会長、佐藤委員長、２列目に井上副理事長、これはどういう並びか。

中村委員長【回答】
内側の部分については案として出させて頂いた。主だったところに副理事長を配置させて頂いた。
三浦副理事長【意見】
役割があってこういう位置になっていると思ったが、内側が副理事長かというと、そうではないようであるので、副理事長がいるべき場所に設定した方が良いのではないか。また福島部会長の字が違っているので、もう一度ご確認頂きたい。

船橋理事長【コメント】
来賓リストの赤字ではなく違う字にして頂きたいと思う。気遣いをお願いする。また来賓リストについては各出向者にも確認することと、花火にも警察関係などのルートがあるので、是非、副理事長、室長からご指導頂きながら精査して頂きたい。それでは部分審議の上程をお願いする。

中村委員長【上程】
来年度新春賀詞交歓会の日時、会場について、慎重審議宜しくお願いします。

船橋理事長【コメント】
本来こういったことはないが、皆様のご理解を頂きながら部分審議をお願いしたい。

事務局【確認】
全会一致で会場、日時、部分審議の承認
協―０４　山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島委員長【上程】

前回からの変更点としては、現在と同じズープスというシステムを使っていく。またサーバーも移行するが、前回の理事会の質問でサーバーは一つだと答えたが、再度調べたらネットワークユニオンとマックベースの二つであった。間違った発言をしてしまい申し訳ない。また、マックベースの解約の件で手数料がかかると聞いていたので予算書を書かなかったが、お金はかからないということで、こちらの方も追記させて頂いた。
三沢室長【補足】
ホームページのサーバーの移行ということでなかなか大変であるが、是非皆様から貴重なご意見を頂ければと思う。
奥山専務理事【財審説明】
予備費の部分で指摘を頂き、修正のうえ上程になっている。

三浦副理事長【意見】
ＡＳＰＡＣに向けて国際ＢＩＤを来年、再来年取りに行くことになり、来年のＡＳＰＡＣあたりで山形青年会議所が大々的な動きを始める。海外の方のアクセス数が多くなると思う。専用に全部を英語にしろというわけではないが、長野、大阪の青年会議所も、せめて１ページ分くらいはどんな町で、なぜ手を挙げたのかを書いているページがある。このままだと、日本語が表示出来ないパソコンからアクセスしたらわからないままになる。ホームページでＪＣＩにアピールできるような所を一つ入れて頂きたい。メンバー、市民の方が見て役に立つ、そしてＪＣＩやアジアのメンバーにアピールしていく最高の手法ですので、是非そういったページにリンクする分かりやすい何かを付け加えて頂きたい。

豊島委員長【回答】
特に海外に向けた発信も含めて、バナー等々随時いろいろなところからリンクを張っていく。

鈴木本部長【意見】
アクセス数を増加させることを目指すということだが、今のトップページのシステムというのはブログであり、検索エンジンに引っかかりにくい。ズープスは引っかかりやすい。以前は青年会議所で検索すれば、日本や京都があって１ページ目に出た。ブログというのは検索エンジンに対して非常に弱い。
菊池特別委員長【質問】
相互リンクを貼ると書いてあるが、まず手法を教えて頂きたい。

豊島委員長【返答】
委員会内で相談しており話を進めているところもあるが、まだ発表する段階ではない。随時報告する。またリンクを貼る先は常に探している。

菊池特別委員長【質問】
どういった先をリンクに選ぶのかという方針をまず聞かせて頂きたい。例えばメンバー企業なのか別なのか。

豊島委員長【返答】
決めてはいない。相互に発信することに有意義になるような相手を探している。

菊池特別委員長【質問】
このホームページは対外的に見ていただくものである。私が聞きたいのは今模索していると言ったが、具体的に今、あたっている先を委員長の口から聞きたい。私がここで言ってしまうと、委員長の気持ちがぶれてしまうのではっきり聞きたい。誰でも良いのでリンクを貼っていいとなると、何をやっているのかさっぱりわからなくなる。どういうところなのか、そこを聞きたい。

豊島委員長【返答】
今の段階で報告するべきではないと思っていたが、現在山形商工会議所と話をしている。ただ先方も理事会があり、手続きがあるのでそちらが決まってからと思う。まずは山形を共に良くしようと思っている団体でリンクを考えている。
菊池特別委員長【意見】
今からそれぞれの委員会が外部団体と接触するわけですが、そういったところの協力もいるわけですから、そういったところとの総合リンクを貼っていって頂ければと思う。対外的にＰＲ出来る絶好の場でもあり、そちらからのアクセスも期待できると思う。バナーをしっかり作って総合リンクができるよう足を運んで頂きたい。

三浦副理事長【意見】
商工会議所のリンク集に、もうすでに山形青年会議所か入っている。花火大会などいろいろなイベントと一緒に入っている。再度確認しながら進めて頂きたい。また山形青年会議所をどこに知らしめたいのかということでリンク先も決まってくると思うので、もう一度、審議ではあるが委員会で話をして頂きたい。どんなところに見て頂きたいのか。そこにたどり着くためにはどこにリンクを貼れば良いのか考えれば答えが出てくる。委員会で分らなければ前任者とも相談して頂きたい。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
審－０５　１月定時総会の開催（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】

鈴木本部長【質問】

議案の順番が見にくい。ＬＯＭ内褒賞審議委員会設立は一月例会に於いて審査基準の発表とＬＯＭ内褒賞の議案にあるが、一月定時総会には記載が無いが、どこでするのか。

鈴木委員長【回答】

議案本文に記載漏れがあった。添付にある次第に２０１１年度ＬＯＭ内褒賞について添付してある。

三浦理事長【意見】

資料の案内について、山形ＪＣ名、理事長名、総務委員長名のバランスが悪い。フォント関係を見直して頂きたい。

安藤室長【意見】

事業概要の１３番公益性に関わる事項について、公益目的外の場合は共益事業だと思う。確認して頂きたい。
船橋理事長【コメント】

共益事業である。修正をお願いする。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
審－０６　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）承認に関する件　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】

鈴木本部長【質問】

ＬＯＭ内褒賞の大綱について、０７、０８は改定されていたが、０９、１０は無かった。こちらについては検討したのか。
鈴木委員長【回答】

ＪＣレポートにも載せるので、事務局とも相談させて頂いた所、無いということであった。

鈴木本部長【意見】

ＡＳＰＡＣの国内ＢＩＤを獲得した訳ありＬＯＭということでこちらも反映して頂きい。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
審－０７　２０１１年度山形ＪＣスローガン募集（案）承認に関する件　　　　　　　　総務委員会

鈴木委員長【上程】

菊池特別委員長【意見】

スローガンは毎年総務委員会より案が出て来たものから事務局一任で決まっていた。事務局一任の総意を得ていない、素晴らしいスローガンだと思うが皆さんの総意を受けていない。審議に掛けるかどうかだと思う。

奥山専務理事【回答】

総務委員会の募集で３６の候補案が出ている。理事長、専務理事、事務局長を構成メンバーとしてだが、基本的には理事長が判断している。総務委員会が決めたわけではない。２時間の協議の上理事長がお決めになったことを御理解頂き審議願いたい。

菊池特別委員長【意見】

１つの工程を飛ばしたということだけしっかりと次年度に引き継いで頂きたい。やはりこの件はしっかりと審議するに値すると思う。私たちのトップが決めたことであるのでこれで審議は良いと思う。

船橋理事長【意見】

総務委員会から相談があった。やはりこの件は私の一存というか、皆でやって行くという私の気持ちを察してくれたのかと思う。みんなが覚えやすくて良いと思う。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
審－０８　２０１１年度例会日程（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

横山事務局長【説明】

鈴木部会長【質問】

予算ヒアリングの中で、当委員会の担当例会で４月、７月ホテルメトロポリタンとなっていたが未定となっている。何か意味があるのか。

横山事務局長【回答】

理由はない。メトロポリタンと記載致します。

奥山専務理事【補足】

追記願いたい。連絡調整例会はホテルメトロポリタン開催で通して頂きたい。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
審－０９　２０１１年度理事会日程（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

事務局【確認】
全会一致で審議可決
審―１０　新春賀詞交歓会式典・懇親会開催（案）承認に関する件　　　　　　　　　会員交流委員会
井上副理事長【上程】

会員交流委員会の部分審議の件について、期日を考えて案内状の方も部分審議頂戴したい。

菊池特別委員【意見】

「また本年の社団法人～」のくだりの中で「無事終了しました事は　」のスペースは点でも良いのか。

後藤特別委員長【意見】

ビジネス文書では、点や丸をつけない文章もある。社長就任の文章などである。今まではこのような形で送られていた。今年度はどうするかだと思う。私の意見だがこの形で良いと思う。鏡割りの件でも理事長がなぜ真ん中なのか本来では来賓が真ん中だと思う。中村委員長がしっかり調べるべきことであった。ＬＯＭでどうするのかを決めたら良いと思う。文章はこれで良いと思う。

船橋理事長【意見】

印刷等の期日の為部分審議ということで、今問題になっている部分ではしっかりと調べて頂いて中村委員長にはメールなどでご報告頂いて頑張って頂きたい。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
１６．協議事項

協－０１　日本JC・地区協議会・ブロック協議会・各地会員会議所
各種大会でのＰＲ活動に関する件　　　　夢を現実にする委員会
齋藤部会長【上程】

鈴木本部長【補足】

費用は基金を使う予定である。これに関しては、プロジェクト会議で協議頂く。

三浦副理事長【補足】

どんなＰＲが効果的か手法を教えて頂きたい。

奥山専務理事【意見】

バッチを使ってのＰＲを考えている。デザインは対外的な方も巻き込んでと考えている。

佐藤委員長【意見】

大阪世界大会において、北陸の方でハッピを配っていた物が評判良かったようである。

齋藤部会長【回答】

次回まで検討させて頂く。

菊池特別委員長【審議振替の動議】

意見、質問等が出なかったので審議振替の動議を上程する。

高橋監事【質問】

今回の件はまず通して、ハッピを作る件は、またプロジェクト会議で検討するということか。

鈴木本部長【回答】

バッチに関してはＰＲということでのグッツであり、ハッピはジャパンナイトの時などでの配布グッツということでこの議案とは別で考えたい。

鈴木監事【質問】

事業の対象者を教えて頂きたい。各地ＬＯＭ内とはどこを指すのか。議案が通ってからで良いが、ＰＲプログラムを随時詳細が決まり次第提示頂きたい。

鈴木本部長【回答】

公益の所と各地ＬＯＭ内の所は削除でお願いする。削除の上審議願いたい。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
協－０２　山形ＪＣメンバーに対するＰＲ活動に関する件　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会

鈴木本部長【上程】

菊池特別委員長【補足】

皆さん今年は大勢でＡＳＰＡＣへ行くという気概をお持ちだと思う。その気概を意見でぶつけて頂きたい。

三浦副理事長【補足】

限られた人しか大会に参加していない、まだ大会の良さを感じていないメンバーが多い。参加して頂ければ何らかの気付きがあると思う。それをＬＯＭメンバーに広める意味もこの議案の含まれている。参加率を上げる為のご意見を頂戴したい。

東海林室長【質問】

旅費を抑えた案内とはどんな案内なのか。

鈴木本部長【回答】

今回も世界大会で飛行機がとれないという状況があった。もっと早い案内で募りそれによって割安の旅費で行けるようにする。

東海林室長【意見】

特定の方しか来ない大会があり私も反省している。早い段階での予約は変更が効かない場合があるので考えて頂きたい。早い段階で募るのも越したことはないが、出欠の期日を守るという所も頑張って頂きたい。

佐藤出向理事【意見】

出向理事という立場から皆さまにお声掛けしたいと思う。議案のシンガポール大会はマニラ大会である。

鈴木本部長【説明】

今回の議案は審議をするものではなくしっかりと協議したい。委員長から意見が出ないのは残念である。委員会でＡＳＰＡＣ等の意見があればお聞かせ願いたい。

後藤特別委員長【意見】

参加促進について仕事上時期でバラつきがある。早めの告知を行い参加促進に努めていく。

遠藤委員長【意見】

ＡＳＰＡＣの意見は毎回のように委員会で出てきている。委員会内でＡＳＰＡＣについて盛り上がらないと駄目だと思う。もっと委員会内で盛り上げたい。

船橋理事長【コメント】

どうやってメンバーを熱くするのか、委員会の事業もある中で大変だが、有言実行で進めて頂きたい。トップが熱くならなければ何もならない。成功しない。ここがもっと熱くなるように頑張って頂きたい。

協－０３　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣセネターゴルフ対応に関する件　　　　　　夢を現実にする特別委員会

鈴木本部長【上程】

２０１１年３月１３日～１６日開催の予定で動いているが、現地の方と連絡が取れたわけではなくＨＰから落とした情報である。セネターゴルフに４回対応してきた長野ＪＣへどの程度人員が必要か聞いたところ、２０～３０名との回答がありました。アジア圏内で行われる大会で初めての開催には人が必要だと聞いておりますので、必要人員を３０名と表記している。現状では厳しい数字だと思うが、この数字で臨んで行かなければならないと思う。自主的な参加、また、現状の参加状況のヒアリングをお願いしたい。

菊池特別委員長【補足】

ＡＳＰＡＣを目指すＬＯＭになったからこそ、このような事業がある。実際に当委員会だけがやるのではなくＬＯＭとして達成しなければならないと思う。皆さんで次年度へつないでいく作業が必要だと思うのでみなさんの参加が必要です。

三浦副理事長【補足】

大変なことだというのはわかるがＡＳＰＡＣの開催年度までは毎年ある。特に第一回目はＬＯＭ全体で行かなければとても大変なことです。自分にできることを一人一人見つけてもらう２０１１年になると思う。

遠藤委員長【質問】

具体的にどういった活動なのか。
鈴木本部長【回答】

日本国内の参加者に対するアテンド活動が主である。現地の空港からホテルまでのアテンドやゴルフ場での大会開催の手伝いをするといったことである。

豊島委員長【質問】

通訳が何人も必要なのではないか。
鈴木本部長【回答】

現地ではあくまで日本人の対応であり、前日から動きを把握して対応する予定である。

船橋理事長【意見】

大変だなと思った方もいらっしゃると思うが、私がこれまで参加した感想として普段では経験できないアジアの方とのふれあいがあった。ぜひ皆さんと一緒に行きたいと思う。

協－０４　京都会議における日本ＪＣ歴代役員会議運営の支援に関する件　夢を現実にする特別委員会

鈴木本部長【上程】

大阪ＪＣが主となって動いている事業であり、まだ、取次が出来ていない状況である。この件に関して、長野ＪＣとの打ち合わせでは、正副が参加すればよいとの話も聞いている。当委員会の役割としては情報をとりながら状況が変わってくることがある。どんな状況にあっても取り組んでいくといった姿勢でありますのでご了承頂きたい。

菊池特別委員長【説明】

こういった情報を皆様へ案内できるのもＡＳＰＡＣ国内誘致が出来たからこそである。これもＡＳＰＡＣ開催まで毎年続くことですので、その場を経験することが必要だと思う。

三浦副理事長【補足】

東名阪といわれるビッグ３のＬＯＭの枠の中に入り、山形青年会議所の存在もご一緒させて頂く素晴らしい機会だと思う。当初想定していたような事業的な動きはなくなってはいるが、いつ変わるかがわからない非常に読みづらい事業である。詳細変化あり次第報告する。

豊島委員長【質問】

前回との任務がだいぶ変わったようだが、ＬＯＭナイトの時間をどのように設営すれば良いのか。

鈴木本部長【回答】

他のＬＯＭからもＬＯＭナイトに挨拶などいらっしゃるので、ＬＯＭナイトの設営時間自体は通常の時間で良いと思う。

船橋理事長【意見】

刻々と状況が変わってくる。このような機会をみなさんにも経験して頂きたい。

協－０５　渉外活動の実施に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会

鈴木本部長【上程】

１月にソニーユーさんがいらっしゃることが決まっている。そして、その前後で四維ＪＣがいらっしゃる。今年度も行ったＶＰ訪問だが、状況に応じてお手伝いをお願いすることになると思う。

三浦副理事長【補足】

渉外委員会にも協力を得ながらやらなければならないが、国外からＶＩＰが数多くいらっしゃる予定がある。１月のソニーユーさん来県は、本当にＡＳＰＡＣが開催できるかどうかを判断しに来るようである。その性質上、複数回来県される可能性がある。そこで山形のプレゼンをしていくといった段取りをとっている。シティ・レディＪＣさんも同じタイミングで来県される可能性が非常に高くなっている。ＬＯＭとＬＯＭのお付き合いなので皆さんのご協力をお願いしたい。

安藤室長【意見】

海外へも山形ＪＣを広く知って頂けるよう私自身も頑張りたいと思う。

船橋理事長【コメント】

これだけの方の来県が予定されている。様々な交流が生まれると思う。皆様のご協力をよろしくお願いしたい。

協－０６　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会開催要項に関する

調査・研究・検証に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会

齋藤部会長【上程】

鈴木本部長【補足】

現状、２００８年から調査を続け、昨年国内権をとったＢＩＤブックという貴重な資料がある。それをもとに進めていく。国際ＢＩＤに関してはまったく性質が異なると長野ＪＣさんから情報を得ている。何かしら情報が入ったら教えて頂きたい。

菊池特別委員長【補足】

後半部分のフォントが異なっている部分などもあるが、今回は内容を見て頂き審議の際には、素晴らしい議案にする。
三浦副委員長【補足】

ＡＳＰＡＣ山形大会へ向けて一番重要なところになる。これまでの山形とこれからの山形を積み上げて作るＢＩＤブック、一度皆様にも必ず読んで頂きご意見を頂戴したい。

田牧財政局長【意見】

公益法人格を取得する申請にあたって、基金の部分で公益事業における資産という部分と、公益目的事業における資産という部分に仕分けしなければならない。一般市民に関する部分で使用するなら公益事業、メンバーしか参加しないという場合は公益目的事業という判断をする。そのあたりの仕分けを打ち合わせしながら進んでいきたい。

金子室長【意見】

情報は逐一委員会へ提出させて頂く。
船橋理事長【コメント】

どういったことが来年行われるのか概略がつかめたのではないか。ＢＩＤブックに関しても再来年の国際ＢＩＤには必要である。また、これまでの計画をソニーユーさんが来県される前までに英語版で用意しなければならない。皆様の協力が必要です。宜しくお願い致します。

協－０７　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会

豊島委員長【上程】

前回との変更点として、フリーペーパーに関する部分を削除している。追記した部分として、初代ブロック会長と荒井会長の対談を予定している。対外への山形ＰＲなどを追記している。

高橋監事【質問】

蔵王は山形市内にしか配られていないがそれでも山形市のＰＲが必要なのか。

豊島委員長【回答】

２月発行分に関してフルカラーで発行予定である。なぜ予算をかけてやるのかというと、対外に向けた発信の一環で日本ＪＣや海外ＪＣへ送るという意味がある。そのために山形のＰＲが必要だと思う。

高橋監事【意見】

配布先等をきちんと設定し記載しなければ意味がないのではないか。

菊池特別委員長【質問】

次回審議ということで、コミュニティー新聞で調整中とあるが、どんな内容で調整中なのか。
豊島委員長【回答】

コミュニティー新聞に関しては、金銭的にかからないことを前提としている。内容に関しては、先方が決めるということで具体的には把握していない。来年度打ち合わせをするため現在調整中と表記している。

東海林室長【意見・質問】

フリーペーパーは蔵王とは関係ないのではないか。また、９月例会についての原稿依頼の記載もあるが、９月例会がどんな例会か分かっているのか。
豊島委員長【回答】

公開例会だと認識している。
東海林室長【意見】

おそらくだが、選挙に関したものになると思う。この段階では何も決まっておらず蔵王２月号への原稿掲載をお願いされた方は厳しいのではないか。

豊島委員長【回答】

２月での告知は、概要だけの掲載で考えている。文章の依頼はない。

高橋監事【意見】

９月の例会が公開討論会になるのであれば、概要の掲載も無理だと思う。

奥山専務理事【回答】

公開討論会を例会にはしない方向で現在ブロックの担当委員会とも打ち合わせをしている。５、６、９月に公開例会があるということを記載したいとの意味で豊島委員長からは報告をうけている。

三浦副理事長【意見】

カラーにするには理由がまだまだ足りないと思う。蔵王の発送先については協力しくれる場所にも発送できるよう検討頂きたい。

鈴木本部長【意見】

発送先の精査が必要だと思う。内容に関しては掲載の２か月前に討議するので、ご意見頂ければという部分で良いのだと思う。昨年は、ページレイアウトなども添付されていたので頑張って頂きたい。

松田副理事長【意見】

ネット環境にないシニアが楽しみにしている蔵王、そのあたりも加味して頂いて、前任者に意見を求めるのもひとつの方法だと思う。

会田部会長【意見】

カラーにこだわりがあるようだが、その必要性をより分かり易くして頂ければ良いのではないか。

協－０８　山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム・作成（案）に関する件　　　   広報渉外委員会

豊島委員長【上程】

三浦副理事長【質問】

ホームページの自己管理の方法等をより細かいルール整備が必要ではないか。

鈴木監事【意見】

写真を集めるなど記録管理をするというのも大切な役割だが、次年度への引き継ぎ、対外的な褒章申請などへの活用も考えて頂きたい。

協－０９　２月連絡調整例会開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　  総務委員会

鈴木委員長【上程】

２月の時点では事業の中身が決まっておらず、参加のお願いが出来る状態ではないとの意見も頂いたが、なるべく、各委員会のより任務案件のメンバーへの落とし込みを図って頂きたい。

三沢室長【補足】

初の試みであって模索しながら進んでいる。宜しくお願いする。

井上副理事長【意見】

委員会毎に６分とあるが、均等ではなくて旬な時期にあわせて特化して委員会紹介したほうが良いのではないか。

鈴木委員長【回答】

短い時間ではあるが、委員会メンバーの顔が見える例会にしたいと考えている。

安藤室長【意見】

メンバータイムの中での慶事報告もご一考頂きたい。

矢口部会長【質問】

１部はかっちり、２部はくだけて交流といったイメージなのか。
鈴木委員長【回答】

１部は担当委員会で行います。２部は懇親会なので事務局で設営して頂く。

佐藤出向理事【質問】

監事講評が必要ではないか。

鈴木委員長【回答】

記載漏れである。訂正する。

金子室長【意見】

委員会からのお願いばかりだとメンバーがひいてしまう可能性があるので調整頂きたい。

船橋理事長【意見】

連絡事項がうまく伝わっていないという意見から、新たに開催することになったので、よりよい連絡調整が出来る場になればと思う。

協－１０　２０１１年度外部団体出向（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

横山事務局長【上程】

高橋監事【意見】

山形市行財政改革推進懇話会への田牧君の出向は、同じ会社の方が入られているので、変えた方がいいとの話があったはずだがどうなっているのか。

奥山専務理事【回答】

反映ミスである。次回審議まで考慮し再度提示する。

協－１１　２０１１年度出向者（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  事務局

横山事務局長【上程】

協－１２　２０１１年度理事会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

横山事務局長【上程】

協－１３　２０１１年度（社）山形青年会議所年間予算（案）に関する件　　　　　　　　　　事務局

奥山専務理事【上程】

協－１４　２０１１年度特別会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

奥山専務理事【上程】

鈴木本部長【意見】

参考資料の中で２００４年度より特別会費実績の金額表記が無くなっている。こちらは、決算が出ているのなら記入すべき、ないのなら欄を消すべきだと思う。

奥山専務理事【回答】

再度検討した上明確な部分を提示する。

協－１５　その他

削除

・棚卸再上程

審―０２　新入会員募集（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
酒井委員長【再上程】

フォントの大きさと不要な記載を訂正している。リンクも貼り直している。また、資料に関して審議対象から外し、後日しっかりした内容の物をメールにて送信する。

安藤室長【質問】

審議対象から外れたが参考資料の方で、「今の自分に満足していますか」との言葉がすごく良かったが、どこかからの引用なのか。

酒井委員長【回答】

委員会で考えた。

菊池特別委員長【意見】

すぐに直せない物は、参考資料にしたようだが、対外的に配る物なのでいずれ審議を取らなければならない。必ず次に審議をとると確約をして審議対象資料として審議にかけて頂きたい。

金子室長【質問】

来週月曜に予定者があり、その後のスケジュールはどのようになっているのか。

奥山専務理事【回答】

６日が第６回の役員予定者でその後には予定はない。開かれるのであれば臨時となる。

酒井委員長【回答】

参考資料のパンフレット部分を次回上程する。それ以外の部分の審議をお願いする。

事務局【確認】
全会一致で審議可決
１７．報告依頼事項

報－０１　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　　　　　　　　　事務局

奥山専務理事【上程】

報－０２　その他

削除

１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征　専務理事
第６回役員予定者会議２０１０年１２月６日（月）１８：３０～　　場所　　　弘栄設備工業㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２階研修室

１９．監事講評

齋藤　監事

皆様お疲れ様でございました。第５回役員予定者会議、長時間にわたり慎重審議お疲れ様でございます。だいぶ今年度も大詰め、予定者としても大詰めの時期にきまして非常に大変多忙なスケジュールの中この役員予定者会議をすごされているのだろうなと思います。非常に踏ん張りどころの時期でございますので一歩下がらず一歩前へ出て残りの１カ月頑張って頂きたいと感じております。一つだけご報告といいますか、先日ＪＣＩのプレゼンターセミナーというのを日本ＪＣのほうで受けてきました。来年の野口委員長、佐藤出向理事もお受けになっていると思うのですけど、朝９時半から１８時半までの９時間みっちりコースで、プレゼンをする能力を養おうというセミナーでございました。プレゼンというのは会社の中でも使いますし、ＪＣの中でも上程というプレゼンがあります。そういったところで役に立つスキルでございますが、プレゼン、上程で一番何が効果的に皆さんに伝えられるのかな、どういう姿勢であればうまく皆さんに話が分かって頂けるのかなと、大切なものはなんでしょうという話になった時に一番大切なのはその人の姿勢、姿勢というのは立っている姿勢ではなくて情熱と自信に充ち溢れていることですと。これがなければどんなに自分が知識を持っていても相手には伝わらないとのことでした。もちろん、自信は自分の議案をしっかり書いておかないと皆さんに自信を持って上程できません。もちろん、議案をしっかり書くということは情熱をもって書いているということでございます。ぜひ議案に対して真摯に後１カ月取り組んで頂いて、情熱と自信を持って上程をして頂いて２０１１年度の輝かしいスタートを切れるように頑張って頂きたいと思います。以上でございます。

鈴木　監事

皆様長時間にわたり大変お疲れ様でございます。ただいま情熱と自信というお話がございました。今日、晴れて審議を頂いた委員長の皆さんもいらっしゃると思います。しっかりと委員会をまとめて情熱と自信を持って臨んで頂いた結果がそういった形で表れてきているのかなと思います。さらには、協議の中には夢を現実にする特別委員会の皆様、非常に多くの議案、熱いリーダーシップを持って出して頂いております。さきほども私申し上げましたがどこに私が行ったらいいのだろうなと、どこでプレゼンのお手伝いというか一人ででも行く機会があるかもしれないということで、スケジュールを見ておったところでした。やはりそれもしっかりと情熱と自信を持って上程してくださる委員会の皆様がいたからこそ我々がそういった心を持てるのだと感じておったところでございます。今日非常に時間が長くなりましたのでこれは運営側でありましょうか、総務委員会側でありましょうか、ちょっと一言申し上げたいと思います。上程のスケジュールに対してしっかりと守っていらっしゃいますでしょうかということを残り１カ月のところで改めて、しっかりと問い正してみて頂ければと思います。事前配信といったものがなされておったでありましょうか。上程期日通りにされておったでしょうか。その上程を待ってらっしゃる方がいます。コメントをつける方、アジェンダを作成される方がいらっしゃいます。事前に議案を見ようかなと思ってらっしゃるメンバーの皆さんもいるかと思います。しっかり予定者の時期だからこそルールを守りながら、２０１１年度につなげていって頂きたいとこの時期強く感じておりました。そんな感じで見守りたいなということでございますので今日はこういった形で皆さんにお願いばかりでございますけども、しっかりと残りの１カ月ですね、２０１１年度に向けて盛り上げていってもらいたいということでございます。

高橋　監事

皆さん長時間にわたる会議お疲れ様でございます。あまりにも長すぎて最初の方何をやっていたのか私自身ちょっと忘れてしまいそうな感じがしますが、本日の会議に出ていて一つ思ったことがございます。夢を現実にする委員会の議案を見てＡＳＰＡＣまでの道のりは大変困難なのかなと、ひとつ感じました。なぜ困難であるのかというと今のままでは困難なのであろうと、やはりこないだの常任予定者でも言いましたけれども、各種大会に行っているメンバーは非常に限られている。今こうやって議案を見ますと今まで通りの方々だけがきたのではとてもとても成し得ない道のりであろうと感じました。そこで、皆様にお願いといいますか、年間スケジュール、セネターゴルフの日程等も出ておりますので、これをしっかりと委員会をする際に委員会メンバーにお伝えして頂きたいと思います。私の体験から申し上げますと、私も青年会議所に入会させて頂いてから海外に行くことはまずないだろうと自分の中で考えておりましたが、今年色々ございまして、シンガポールのＡＳＰＡＣに参加をさせて頂きました。私自身初めての海外旅行ということだったのですけども、やっぱり参加するのとしないのとでは印象も変わってきます。参加すると会議だけに出ていたわけではないので楽しい思い出も作れましたし、いろんな経験もさせて頂きました。やはり行かないと分からないことってたくさんあると思うのですね。そういった部分をぜひ委員会のメンバーに伝えて頂いて一人でも多くの方に各種大会、ファンクションに参加頂けるような環境になればなと思っております。スケジュールを伝えるのは早ければ早いほどいいと思いますので、そこら辺をご理解の上充分お願いしたいと思います。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征　専務理事
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